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H27.11.06

平成２７年度佐賀県建設支援機構研修会

鋼橋塗装の現状鋼橋塗装の現状鋼橋塗装の現状鋼橋塗装の現状

とととと

長寿命化の取組み長寿命化の取組み長寿命化の取組み長寿命化の取組み

一般社団法人一般社団法人一般社団法人一般社団法人 日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会
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鋼橋の現状
１６万橋／15ｍ＜道路橋
７０万橋／2ｍ＜道路橋

腐食状況と塗装系変遷
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橋梁の現状橋梁の現状橋梁の現状橋梁の現状
国交省、国総研より国交省、国総研より国交省、国総研より国交省、国総研より

長寿命化施策
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鋼橋の腐食状況鋼橋の腐食状況鋼橋の腐食状況鋼橋の腐食状況

ウェッブウェッブウェッブウェッブ

下フランジ下フランジ下フランジ下フランジ支承部支承部支承部支承部 伸縮装置伸縮装置伸縮装置伸縮装置

桁端部桁端部桁端部桁端部 桁端部桁端部桁端部桁端部
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塗装系の変遷（新設一般外面）

1960196019601960 1970197019701970 1980198019801980 1990199019901990 2000200020002000

Ａ系；Ａ系；Ａ系；Ａ系； W/P～～～～鉛系錆止め～フタル酸樹脂系鉛系錆止め～フタル酸樹脂系鉛系錆止め～フタル酸樹脂系鉛系錆止め～フタル酸樹脂系
（工場塗装＋現場塗装）（工場塗装＋現場塗装）（工場塗装＋現場塗装）（工場塗装＋現場塗装）

Ｃ－４系；Ｃ－４系；Ｃ－４系；Ｃ－４系； ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂
～ふっ素樹脂系（全工場塗装）～ふっ素樹脂系（全工場塗装）～ふっ素樹脂系（全工場塗装）～ふっ素樹脂系（全工場塗装）

Ｂ系；Ｂ系；Ｂ系；Ｂ系； W/P～～～～鉛系錆止め～ＭＩＯ～塩化ゴム系鉛系錆止め～ＭＩＯ～塩化ゴム系鉛系錆止め～ＭＩＯ～塩化ゴム系鉛系錆止め～ＭＩＯ～塩化ゴム系
（工場塗装＋現場塗装）（工場塗装＋現場塗装）（工場塗装＋現場塗装）（工場塗装＋現場塗装）

Ｃ－２系；Ｃ－２系；Ｃ－２系；Ｃ－２系； ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂
～ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂系～ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂系～ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂系～ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂系 （全工場塗装）（全工場塗装）（全工場塗装）（全工場塗装）

Ｃ－４系；Ｃ－４系；Ｃ－４系；Ｃ－４系； ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ～ｴﾎﾟｷｼ樹脂
～ふっ素樹脂系（全工場塗装）～ふっ素樹脂系（全工場塗装）～ふっ素樹脂系（全工場塗装）～ふっ素樹脂系（全工場塗装）

耐久性

日本鋼構造物協会資料より日本鋼構造物協会資料より日本鋼構造物協会資料より日本鋼構造物協会資料より

高度成長期
1954～1973

PCB
塩化ｺﾞﾑに含有塩化ｺﾞﾑに含有塩化ｺﾞﾑに含有塩化ｺﾞﾑに含有



耐久性の低い
塗装系で塗替え
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橋梁構造や部位による耐久性橋梁構造や部位による耐久性橋梁構造や部位による耐久性橋梁構造や部位による耐久性
（Ａ、ａ、Ｂ、ｂ系の一般塗装系の場合）（Ａ、ａ、Ｂ、ｂ系の一般塗装系の場合）（Ａ、ａ、Ｂ、ｂ系の一般塗装系の場合）（Ａ、ａ、Ｂ、ｂ系の一般塗装系の場合）

塗替するとさび発塗替するとさび発塗替するとさび発塗替するとさび発
生が早まる生が早まる生が早まる生が早まる

構造、部位に構造、部位に構造、部位に構造、部位に
よって耐久性がよって耐久性がよって耐久性がよって耐久性が
異なる異なる異なる異なる

橋梁塗装専門会＆日本鋼構造物協会資料より橋梁塗装専門会＆日本鋼構造物協会資料より橋梁塗装専門会＆日本鋼構造物協会資料より橋梁塗装専門会＆日本鋼構造物協会資料より

水、塩分が
滞留する箇所
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橋梁塗装系変遷の比率（外面）

耐久性が低いＡ系、Ｂ系の橋梁が約５０％あり、橋梁の延命や耐久性が低いＡ系、Ｂ系の橋梁が約５０％あり、橋梁の延命や耐久性が低いＡ系、Ｂ系の橋梁が約５０％あり、橋梁の延命や耐久性が低いＡ系、Ｂ系の橋梁が約５０％あり、橋梁の延命や
ＬＣＣの観点からもＣ系への移行が必要である。ＬＣＣの観点からもＣ系への移行が必要である。ＬＣＣの観点からもＣ系への移行が必要である。ＬＣＣの観点からもＣ系への移行が必要である。
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鋼道路橋防食便覧

Ｈ２６．３版の概要
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H26.03

鋼道路橋防食便覧鋼道路橋防食便覧鋼道路橋防食便覧鋼道路橋防食便覧

A5版：7,500円税別、592頁、５月中～下旬発刊

・重大な腐食損傷事故の発生防止
（鋼橋架替え理由の50%が腐食）

・点検･診断と予防保全への転換

発刊の主旨発刊の主旨発刊の主旨発刊の主旨

防食法が具備すべき条件
・防食性能の信頼性

防食原理、耐久性等が明らかな技術や材料

・維持管理性

供用中に点検･診断、補修等が可能なもの

・環境への配慮

Pb､Cr化合物､PCB等の有害物質に対する安全

●道路橋示方書･同解説との整合性
●鋼道路橋における唯一の防食技術書



第第第第ⅤⅤⅤⅤ編編編編 金属溶射編金属溶射編金属溶射編金属溶射編
・防食の原理・防食の原理・防食の原理・防食の原理
・適用環境・適用環境・適用環境・適用環境⇒⇒⇒⇒新しい防食法新しい防食法新しい防食法新しい防食法
・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点
・金属溶射施工・金属溶射施工・金属溶射施工・金属溶射施工⇒⇒⇒⇒溶射ガンの留意点溶射ガンの留意点溶射ガンの留意点溶射ガンの留意点
・維持管理・維持管理・維持管理・維持管理

第第第第ⅡⅡⅡⅡ編編編編 塗装編塗装編塗装編塗装編⇒⇒⇒⇒H2、、、、H17の見直しと統廃合の見直しと統廃合の見直しと統廃合の見直しと統廃合
・塗装による防食・塗装による防食・塗装による防食・塗装による防食
・塗料の組み合わせ・塗料の組み合わせ・塗料の組み合わせ・塗料の組み合わせ⇒⇒⇒⇒ｺﾝｸﾘ面の留意事項ｺﾝｸﾘ面の留意事項ｺﾝｸﾘ面の留意事項ｺﾝｸﾘ面の留意事項
・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点⇒⇒⇒⇒現場継手部のﾌﾞﾗｽﾄ処理現場継手部のﾌﾞﾗｽﾄ処理現場継手部のﾌﾞﾗｽﾄ処理現場継手部のﾌﾞﾗｽﾄ処理
・新設塗装・新設塗装・新設塗装・新設塗装⇒⇒⇒⇒C-5ととととA-5
・維持管理・維持管理・維持管理・維持管理
・塗替え塗装・塗替え塗装・塗替え塗装・塗替え塗装⇒⇒⇒⇒塗替え塗装系の選定手順フロー塗替え塗装系の選定手順フロー塗替え塗装系の選定手順フロー塗替え塗装系の選定手順フロー

第第第第ⅠⅠⅠⅠ編編編編 共通編共通編共通編共通編
・適用の範囲・適用の範囲・適用の範囲・適用の範囲
⇒⇒⇒⇒道路橋道路橋道路橋道路橋 鋼製の上部構造と橋脚鋼製の上部構造と橋脚鋼製の上部構造と橋脚鋼製の上部構造と橋脚

・鋼材の腐食と防食法・鋼材の腐食と防食法・鋼材の腐食と防食法・鋼材の腐食と防食法
⇒⇒⇒⇒防食原理や耐久性が明らかで実績の防食原理や耐久性が明らかで実績の防食原理や耐久性が明らかで実績の防食原理や耐久性が明らかで実績の

ある４つの防食対策ある４つの防食対策ある４つの防食対策ある４つの防食対策
・防食設計・防食設計・防食設計・防食設計
⇒⇒⇒⇒各防食法の飛来塩分量程度による各防食法の飛来塩分量程度による各防食法の飛来塩分量程度による各防食法の飛来塩分量程度による

適用範囲、景観、維持管理からの設計適用範囲、景観、維持管理からの設計適用範囲、景観、維持管理からの設計適用範囲、景観、維持管理からの設計
・施工管理・施工管理・施工管理・施工管理
・維持管理・維持管理・維持管理・維持管理
⇒⇒⇒⇒検査路、鉛、クロム、ＰＣＢ検査路、鉛、クロム、ＰＣＢ検査路、鉛、クロム、ＰＣＢ検査路、鉛、クロム、ＰＣＢ
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防食便覧の構成

第第第第ⅢⅢⅢⅢ編編編編 耐候性鋼材編耐候性鋼材編耐候性鋼材編耐候性鋼材編
・防食の原理・防食の原理・防食の原理・防食の原理
・適用環境・適用環境・適用環境・適用環境⇒⇒⇒⇒使用限界を解説使用限界を解説使用限界を解説使用限界を解説
・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点
・鋼材表面の調整等施工・鋼材表面の調整等施工・鋼材表面の調整等施工・鋼材表面の調整等施工⇒⇒⇒⇒ブラスト処理工数３～４倍ブラスト処理工数３～４倍ブラスト処理工数３～４倍ブラスト処理工数３～４倍
・維持管理・維持管理・維持管理・維持管理

第第第第ⅣⅣⅣⅣ編編編編 溶融亜鉛めっき編溶融亜鉛めっき編溶融亜鉛めっき編溶融亜鉛めっき編
・防食の原理・防食の原理・防食の原理・防食の原理
・適用環境・適用環境・適用環境・適用環境
・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点・構造、製作、施工上の留意点⇒⇒⇒⇒付属物、検査路付属物、検査路付属物、検査路付属物、検査路
・めっき施工・めっき施工・めっき施工・めっき施工
・維持管理・維持管理・維持管理・維持管理
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第Ⅰ編 共通編 第４章 防食設計

鋼道路橋の防食法の適用環境比較

環　　　境環　　　境環　　　境環　　　境

飛来塩分量が少ない環境　　　　　　　　　　　　　飛来塩分量が多い環境飛来塩分量が少ない環境　　　　　　　　　　　　　飛来塩分量が多い環境飛来塩分量が少ない環境　　　　　　　　　　　　　飛来塩分量が多い環境飛来塩分量が少ない環境　　　　　　　　　　　　　飛来塩分量が多い環境
（長い　　←　　　耐用年数　　　→　　　短い）（長い　　←　　　耐用年数　　　→　　　短い）（長い　　←　　　耐用年数　　　→　　　短い）（長い　　←　　　耐用年数　　　→　　　短い）

 紫外線、水、酸素／
        　　     塩分、亜硫酸ガス等

 紫外線、水、酸素／
        　       塩分、亜硫酸ガス等

 耐候性鋼材 耐候性鋼材 耐候性鋼材 耐候性鋼材

    一般塗装一般塗装一般塗装一般塗装

 重防食塗装 重防食塗装 重防食塗装 重防食塗装

重防食塗装重防食塗装重防食塗装重防食塗装

 金属溶射 金属溶射 金属溶射 金属溶射

 水、酸素／塩分、亜硫酸ガス等

 紫外線、水、酸素／
                 塩分、亜硫酸ガス等

 封孔処理 封孔処理 封孔処理 封孔処理

 溶融亜鉛めっき 溶融亜鉛めっき 溶融亜鉛めっき 溶融亜鉛めっき

 水、酸素／塩分、亜硫酸ガス等

 水、酸素／塩分、亜硫酸ガス等

塗装塗装塗装塗装

防食法防食法防食法防食法 劣化因子／劣化促進因子

　　　　適用可能範囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　適用可能範囲

　　　　　　　　　　　　　     適用可能範囲

　　　　適用可能範囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　適用可能範囲

　　　　　　　　　　　　　     適用可能範囲

錆止め～ﾌﾀﾙ酸樹脂塗料錆止め～ﾌﾀﾙ酸樹脂塗料錆止め～ﾌﾀﾙ酸樹脂塗料錆止め～ﾌﾀﾙ酸樹脂塗料

ブラスト～ジンクブラスト～ジンクブラスト～ジンクブラスト～ジンク～エポキシ～ふっ素塗料～エポキシ～ふっ素塗料～エポキシ～ふっ素塗料～エポキシ～ふっ素塗料
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新設塗装系
橋梁工場で管理された環境で塗装⇒塗装品質の確保

Ｃ-５塗装系
重防食塗装系

Ａ-５塗装系
一般塗装系

重防食塗装系と重防食塗装系と重防食塗装系と重防食塗装系と
は、ブラスト処理は、ブラスト処理は、ブラスト処理は、ブラスト処理
し、ジンクリッチし、ジンクリッチし、ジンクリッチし、ジンクリッチ
ペイントを塗装さペイントを塗装さペイントを塗装さペイントを塗装さ
れていることれていることれていることれていること

ふっ素塗料が塗ふっ素塗料が塗ふっ素塗料が塗ふっ素塗料が塗
装されているか装されているか装されているか装されているか
否ではない否ではない否ではない否ではない

瀬戸大橋の２０瀬戸大橋の２０瀬戸大橋の２０瀬戸大橋の２０
年の耐久性結果年の耐久性結果年の耐久性結果年の耐久性結果
実績から実績から実績から実績から
・さび発生なし・さび発生なし・さび発生なし・さび発生なし
・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ上塗と上塗と上塗と上塗と

中塗の中塗の中塗の中塗の膜厚減耗膜厚減耗膜厚減耗膜厚減耗

ふっ素上塗適用ふっ素上塗適用ふっ素上塗適用ふっ素上塗適用

工程工程工程工程 塗料名塗料名塗料名塗料名
使用量使用量使用量使用量
ｇ／㎡ｇ／㎡ｇ／㎡ｇ／㎡

目標膜厚目標膜厚目標膜厚目標膜厚
μμμμｍｍｍｍ

塗装間隔塗装間隔塗装間隔塗装間隔

素地調整素地調整素地調整素地調整 ４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内

プライマープライマープライマープライマー 無機ジンクプライマー無機ジンクプライマー無機ジンクプライマー無機ジンクプライマー 160160160160 15151515 ６ヶ月以内６ヶ月以内６ヶ月以内６ヶ月以内

２次素地調整２次素地調整２次素地調整２次素地調整 ４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内

防食下地防食下地防食下地防食下地 無機ジンクリッチペイント無機ジンクリッチペイント無機ジンクリッチペイント無機ジンクリッチペイント 600600600600 75757575 ２～10日以内２～10日以内２～10日以内２～10日以内

ミストコートミストコートミストコートミストコート エポキシ樹脂塗料下塗エポキシ樹脂塗料下塗エポキシ樹脂塗料下塗エポキシ樹脂塗料下塗 160160160160 －－－－ １～10日以内１～10日以内１～10日以内１～10日以内

下塗下塗下塗下塗 エポキシ樹脂塗料下塗エポキシ樹脂塗料下塗エポキシ樹脂塗料下塗エポキシ樹脂塗料下塗 540540540540 120120120120 １～10日以内１～10日以内１～10日以内１～10日以内

中塗中塗中塗中塗 ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗 170170170170 30303030 １～10日以内１～10日以内１～10日以内１～10日以内

上塗上塗上塗上塗 ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗 140140140140 25252525 －－－－

250250250250合計膜厚合計膜厚合計膜厚合計膜厚

ブラスト処理　ISO Sa2.5ブラスト処理　ISO Sa2.5ブラスト処理　ISO Sa2.5ブラスト処理　ISO Sa2.5

ブラスト処理　ISO Sa2.5ブラスト処理　ISO Sa2.5ブラスト処理　ISO Sa2.5ブラスト処理　ISO Sa2.5

製鋼製鋼製鋼製鋼
工場工場工場工場

橋梁橋梁橋梁橋梁
製作製作製作製作
工場工場工場工場

工程工程工程工程 塗料名塗料名塗料名塗料名
使用量使用量使用量使用量
ｇ／㎡ｇ／㎡ｇ／㎡ｇ／㎡

目標膜厚目標膜厚目標膜厚目標膜厚
μμμμｍｍｍｍ

塗装間隔塗装間隔塗装間隔塗装間隔

素地調整素地調整素地調整素地調整 ４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内

プライマープライマープライマープライマー 長曝形エッチングプライマー長曝形エッチングプライマー長曝形エッチングプライマー長曝形エッチングプライマー 160160160160 15151515 ３ヶ月以内３ヶ月以内３ヶ月以内３ヶ月以内

２次素地調整２次素地調整２次素地調整２次素地調整 ４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内４Ｈｒ以内

下塗下塗下塗下塗 鉛ｸﾛﾑフリー錆止めペイント鉛ｸﾛﾑフリー錆止めペイント鉛ｸﾛﾑフリー錆止めペイント鉛ｸﾛﾑフリー錆止めペイント 170170170170 35353535 ２～10日以内２～10日以内２～10日以内２～10日以内

下塗下塗下塗下塗 鉛ｸﾛﾑフリー錆止めペイント鉛ｸﾛﾑフリー錆止めペイント鉛ｸﾛﾑフリー錆止めペイント鉛ｸﾛﾑフリー錆止めペイント 170170170170 35353535 １～10日以内１～10日以内１～10日以内１～10日以内

中塗中塗中塗中塗 長油性フタル酸樹脂塗料中塗長油性フタル酸樹脂塗料中塗長油性フタル酸樹脂塗料中塗長油性フタル酸樹脂塗料中塗 120120120120 30303030 １～10日以内１～10日以内１～10日以内１～10日以内

上塗上塗上塗上塗 長油性フタル酸樹脂塗料上塗長油性フタル酸樹脂塗料上塗長油性フタル酸樹脂塗料上塗長油性フタル酸樹脂塗料上塗 110110110110 25252525 －－－－

125125125125

橋梁橋梁橋梁橋梁
製作製作製作製作
工場工場工場工場

合計膜厚合計膜厚合計膜厚合計膜厚

ブラスト処理　ISO Sa2.5ブラスト処理　ISO Sa2.5ブラスト処理　ISO Sa2.5ブラスト処理　ISO Sa2.5

動力工具処理　ISO Sｔ３動力工具処理　ISO Sｔ３動力工具処理　ISO Sｔ３動力工具処理　ISO Sｔ３

製鋼製鋼製鋼製鋼
工場工場工場工場

第Ⅱ編 塗装編 第２章 防食設計
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重要点検個所

長い濡れ時間や塩分付着・ゴミ堆積等の特定部位が腐食劣化

第Ⅱ編 塗装編 第６章 維持管理
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塗膜点検／評価方法

一般塗装系の一般塗装系の一般塗装系の一般塗装系の塗膜劣化程度は塗膜劣化程度は塗膜劣化程度は塗膜劣化程度は
さび・はがれさび・はがれさび・はがれさび・はがれ・変退色・汚れ・われ・膨れで評価する・変退色・汚れ・われ・膨れで評価する・変退色・汚れ・われ・膨れで評価する・変退色・汚れ・われ・膨れで評価する

防食下地がある重防食塗装系の防食下地がある重防食塗装系の防食下地がある重防食塗装系の防食下地がある重防食塗装系の塗膜劣化程度は塗膜劣化程度は塗膜劣化程度は塗膜劣化程度は
白亜化・膜厚の消耗程度白亜化・膜厚の消耗程度白亜化・膜厚の消耗程度白亜化・膜厚の消耗程度で評価するで評価するで評価するで評価する

経過年数経過年数経過年数経過年数

膜膜膜膜
厚厚厚厚
減減減減
µm

第Ⅱ編 塗装編 第６章 維持管理
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塗膜点検／評価方法

さび・はがれさび・はがれさび・はがれさび・はがれ・変退色・汚れ・われ・膨れ・変退色・汚れ・われ・膨れ・変退色・汚れ・われ・膨れ・変退色・汚れ・われ・膨れで評価で評価で評価で評価

さびの評価基準さびの評価基準さびの評価基準さびの評価基準 はがれの評価基準はがれの評価基準はがれの評価基準はがれの評価基準

第Ⅱ編 塗装編 第６章 維持管理
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塗膜点検票の例および塗替え時期判定

①当面塗替えの必要①当面塗替えの必要①当面塗替えの必要①当面塗替えの必要
はないはないはないはない

②数年後に塗替えを②数年後に塗替えを②数年後に塗替えを②数年後に塗替えを
計画する計画する計画する計画する

③早い時期の塗替え③早い時期の塗替え③早い時期の塗替え③早い時期の塗替え
を検討するを検討するを検討するを検討する

1111 2222 3333 4444

1111

2222

3333

4444

さびさびさびさび
のののの

程度程度程度程度

はがれの程度はがれの程度はがれの程度はがれの程度

①①①①

②②②②

②②②②

③③③③

塗替え時期の判定

第Ⅱ編 塗装編 第６章 維持管理



17

塗膜点検結果塗膜点検結果塗膜点検結果塗膜点検結果

塗替え実施の判断塗替え実施の判断塗替え実施の判断塗替え実施の判断*1

部分的な塗膜劣化部分的な塗膜劣化部分的な塗膜劣化部分的な塗膜劣化 全体的な塗膜劣化全体的な塗膜劣化全体的な塗膜劣化全体的な塗膜劣化

部分塗替え部分塗替え部分塗替え部分塗替え 全面塗替え全面塗替え全面塗替え全面塗替え

工事上の制約がない工事上の制約がない工事上の制約がない工事上の制約がない*2 工事上の制約がある工事上の制約がある工事上の制約がある工事上の制約がある

十分な塗膜寿命がある十分な塗膜寿命がある十分な塗膜寿命がある十分な塗膜寿命がある 十分な塗膜寿命がない十分な塗膜寿命がない十分な塗膜寿命がない十分な塗膜寿命がない*3

重防食塗装系重防食塗装系重防食塗装系重防食塗装系 旧塗装系旧塗装系旧塗装系旧塗装系*4 旧塗装系の一部変更旧塗装系の一部変更旧塗装系の一部変更旧塗装系の一部変更
（増し塗り）（増し塗り）（増し塗り）（増し塗り）

塗装系の変更塗装系の変更塗装系の変更塗装系の変更

塗膜劣化原因の排除困難塗膜劣化原因の排除困難塗膜劣化原因の排除困難塗膜劣化原因の排除困難塗膜劣化原因の排除可能塗膜劣化原因の排除可能塗膜劣化原因の排除可能塗膜劣化原因の排除可能

塗替え塗装系選定の手順
*1；狭隘部や部材各部などで部分的に劣化が進行；狭隘部や部材各部などで部分的に劣化が進行；狭隘部や部材各部などで部分的に劣化が進行；狭隘部や部材各部などで部分的に劣化が進行 しししし
ている箇所は適宜補修を行いつつ、全体としては上塗、ている箇所は適宜補修を行いつつ、全体としては上塗、ている箇所は適宜補修を行いつつ、全体としては上塗、ている箇所は適宜補修を行いつつ、全体としては上塗、
中塗の消耗を目安にして、防食下地が健全な段階で早中塗の消耗を目安にして、防食下地が健全な段階で早中塗の消耗を目安にして、防食下地が健全な段階で早中塗の消耗を目安にして、防食下地が健全な段階で早
期に塗替えを行うのが、重防食塗装系塗膜の維持管理期に塗替えを行うのが、重防食塗装系塗膜の維持管理期に塗替えを行うのが、重防食塗装系塗膜の維持管理期に塗替えを行うのが、重防食塗装系塗膜の維持管理
の基本である。の基本である。の基本である。の基本である。
*2；ブラストができる場合；ブラストができる場合；ブラストができる場合；ブラストができる場合
旧塗膜のＡ、ａ塗装系が十分な塗膜寿命を有しており、旧塗膜のＡ、ａ塗装系が十分な塗膜寿命を有しており、旧塗膜のＡ、ａ塗装系が十分な塗膜寿命を有しており、旧塗膜のＡ、ａ塗装系が十分な塗膜寿命を有しており、
適切な維持管理体制がある場合や橋の寿命が適切な維持管理体制がある場合や橋の寿命が適切な維持管理体制がある場合や橋の寿命が適切な維持管理体制がある場合や橋の寿命が20年程年程年程年程
度の場合には、工事上の制約の有無に関わらず素地度の場合には、工事上の制約の有無に関わらず素地度の場合には、工事上の制約の有無に関わらず素地度の場合には、工事上の制約の有無に関わらず素地
調整調整調整調整3種での塗替え塗装を適用してよい。種での塗替え塗装を適用してよい。種での塗替え塗装を適用してよい。種での塗替え塗装を適用してよい。
*3；旧塗膜がＢ，ｂ塗装系である場合には、素地調整；旧塗膜がＢ，ｂ塗装系である場合には、素地調整；旧塗膜がＢ，ｂ塗装系である場合には、素地調整；旧塗膜がＢ，ｂ塗装系である場合には、素地調整2
種で旧塗膜を全面除去して塗替え塗装を行う。種で旧塗膜を全面除去して塗替え塗装を行う。種で旧塗膜を全面除去して塗替え塗装を行う。種で旧塗膜を全面除去して塗替え塗装を行う。
*4；ここでいう旧塗膜とは、直近の塗替え塗装において；ここでいう旧塗膜とは、直近の塗替え塗装において；ここでいう旧塗膜とは、直近の塗替え塗装において；ここでいう旧塗膜とは、直近の塗替え塗装において
採用した塗装系である。採用した塗装系である。採用した塗装系である。採用した塗装系である。

第Ⅱ編 塗装編 第７章 塗替え塗装
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●全面塗替え●全面塗替え●全面塗替え●全面塗替え

塗膜は一様に劣化することなく部位によって塗膜劣化程度塗膜は一様に劣化することなく部位によって塗膜劣化程度塗膜は一様に劣化することなく部位によって塗膜劣化程度塗膜は一様に劣化することなく部位によって塗膜劣化程度
が異なるのが一般的である。橋の機能に影響がない場合は、が異なるのが一般的である。橋の機能に影響がない場合は、が異なるのが一般的である。橋の機能に影響がない場合は、が異なるのが一般的である。橋の機能に影響がない場合は、
部分的な劣化は許容し、適切な時点で全面塗替えする。部分的な劣化は許容し、適切な時点で全面塗替えする。部分的な劣化は許容し、適切な時点で全面塗替えする。部分的な劣化は許容し、適切な時点で全面塗替えする。

●部分塗替え●部分塗替え●部分塗替え●部分塗替え／橋全体の健全性の平準化／橋全体の健全性の平準化／橋全体の健全性の平準化／橋全体の健全性の平準化

桁端部、連結部、下フランジ下面などの特定部位が著しく腐桁端部、連結部、下フランジ下面などの特定部位が著しく腐桁端部、連結部、下フランジ下面などの特定部位が著しく腐桁端部、連結部、下フランジ下面などの特定部位が著しく腐
食し、橋の安全性に与える影響が大きい場合には、腐食部食し、橋の安全性に与える影響が大きい場合には、腐食部食し、橋の安全性に与える影響が大きい場合には、腐食部食し、橋の安全性に与える影響が大きい場合には、腐食部
位のみ部分塗替えを行う。この場合には部分塗替えと全面位のみ部分塗替えを行う。この場合には部分塗替えと全面位のみ部分塗替えを行う。この場合には部分塗替えと全面位のみ部分塗替えを行う。この場合には部分塗替えと全面
塗替えの両者について、足場費を含めた長期的な維持管理塗替えの両者について、足場費を含めた長期的な維持管理塗替えの両者について、足場費を含めた長期的な維持管理塗替えの両者について、足場費を含めた長期的な維持管理
費用を試算し判断する。費用を試算し判断する。費用を試算し判断する。費用を試算し判断する。
国交省「鋼道路橋の部分塗替え塗装要領（案）」国交省「鋼道路橋の部分塗替え塗装要領（案）」国交省「鋼道路橋の部分塗替え塗装要領（案）」国交省「鋼道路橋の部分塗替え塗装要領（案）」H21.9参照参照参照参照

塗替え方式

第Ⅱ編 塗装編 第７章 塗替え塗装
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全面塗替と部分塗替の防護工全面塗替と部分塗替の防護工全面塗替と部分塗替の防護工全面塗替と部分塗替の防護工
およびブラスト工法およびブラスト工法およびブラスト工法およびブラスト工法
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ＲｃＲｃＲｃＲｃ----ⅢⅢⅢⅢ問題点と部分塗替えの考え方問題点と部分塗替えの考え方問題点と部分塗替えの考え方問題点と部分塗替えの考え方
（一財）土木研究センター資料より（一財）土木研究センター資料より（一財）土木研究センター資料より（一財）土木研究センター資料より

Ｒｃ-Ⅲ全面塗替 部分塗替

第Ⅱ編 塗装編 第７章 塗替え塗装
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便覧で使用される塗料

長ばく形エッチングプライマー長ばく形エッチングプライマー長ばく形エッチングプライマー長ばく形エッチングプライマー

無機ジンクリッチプライマー無機ジンクリッチプライマー無機ジンクリッチプライマー無機ジンクリッチプライマー

無機ジンクリッチペイント無機ジンクリッチペイント無機ジンクリッチペイント無機ジンクリッチペイント

有機ジンクリッチペイント有機ジンクリッチペイント有機ジンクリッチペイント有機ジンクリッチペイント

鉛ｸﾛﾑフリーさび止めペイント　鉛ｸﾛﾑフリーさび止めペイント　鉛ｸﾛﾑフリーさび止めペイント　鉛ｸﾛﾑフリーさび止めペイント　

エポキシ樹脂塗料下塗　　変性エポキシ樹脂塗料下塗エポキシ樹脂塗料下塗　　変性エポキシ樹脂塗料下塗エポキシ樹脂塗料下塗　　変性エポキシ樹脂塗料下塗エポキシ樹脂塗料下塗　　変性エポキシ樹脂塗料下塗

変性エポキシ樹脂塗料下塗　　超厚膜形エポキシ樹脂塗料変性エポキシ樹脂塗料下塗　　超厚膜形エポキシ樹脂塗料変性エポキシ樹脂塗料下塗　　超厚膜形エポキシ樹脂塗料変性エポキシ樹脂塗料下塗　　超厚膜形エポキシ樹脂塗料

亜鉛めっき面用エポキシ樹脂塗料下塗亜鉛めっき面用エポキシ樹脂塗料下塗亜鉛めっき面用エポキシ樹脂塗料下塗亜鉛めっき面用エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料無溶剤形変性エポキシ樹脂塗料

長油性フタル酸樹脂塗料中塗長油性フタル酸樹脂塗料中塗長油性フタル酸樹脂塗料中塗長油性フタル酸樹脂塗料中塗

ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

長油性フタル酸樹脂塗料上塗長油性フタル酸樹脂塗料上塗長油性フタル酸樹脂塗料上塗長油性フタル酸樹脂塗料上塗

ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

プライマープライマープライマープライマー

防食下地防食下地防食下地防食下地

下塗塗料下塗塗料下塗塗料下塗塗料

中塗塗料中塗塗料中塗塗料中塗塗料

上塗塗料上塗塗料上塗塗料上塗塗料

赤字は一般塗装系Ａ、ａ系の新設、塗替の塗料。赤字は一般塗装系Ａ、ａ系の新設、塗替の塗料。赤字は一般塗装系Ａ、ａ系の新設、塗替の塗料。赤字は一般塗装系Ａ、ａ系の新設、塗替の塗料。
黒字は重防食塗装系Ｃ系の新設塗料。黒字は重防食塗装系Ｃ系の新設塗料。黒字は重防食塗装系Ｃ系の新設塗料。黒字は重防食塗装系Ｃ系の新設塗料。 青字は重防食塗装系Ｃ系塗替塗料。青字は重防食塗装系Ｃ系塗替塗料。青字は重防食塗装系Ｃ系塗替塗料。青字は重防食塗装系Ｃ系塗替塗料。

弱溶剤形塗料弱溶剤形塗料弱溶剤形塗料弱溶剤形塗料とは、塗料中のとは、塗料中のとは、塗料中のとは、塗料中の
溶剤の質（成分）を表している。溶剤の質（成分）を表している。溶剤の質（成分）を表している。溶剤の質（成分）を表している。
ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｱﾙｺｰﾙ等を含まﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｱﾙｺｰﾙ等を含まﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｱﾙｺｰﾙ等を含まﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｱﾙｺｰﾙ等を含ま
ず、第３種有機溶剤を主な溶剤ず、第３種有機溶剤を主な溶剤ず、第３種有機溶剤を主な溶剤ず、第３種有機溶剤を主な溶剤
で構成され、溶解力が弱く、旧で構成され、溶解力が弱く、旧で構成され、溶解力が弱く、旧で構成され、溶解力が弱く、旧
塗膜を侵し難いた塗料。塗替え塗膜を侵し難いた塗料。塗替え塗膜を侵し難いた塗料。塗替え塗膜を侵し難いた塗料。塗替え
で適用。で適用。で適用。で適用。

記述がない塗料記述がない塗料記述がない塗料記述がない塗料は、ﾄﾙｴﾝは、ﾄﾙｴﾝは、ﾄﾙｴﾝは、ﾄﾙｴﾝ､､､､ｷｼﾚｷｼﾚｷｼﾚｷｼﾚ
ﾝﾝﾝﾝ､､､､ｱﾙｺｰﾙ等の第２種有機溶剤ｱﾙｺｰﾙ等の第２種有機溶剤ｱﾙｺｰﾙ等の第２種有機溶剤ｱﾙｺｰﾙ等の第２種有機溶剤
を含む塗料。主に新設に適用。を含む塗料。主に新設に適用。を含む塗料。主に新設に適用。を含む塗料。主に新設に適用。

低溶剤形塗料低溶剤形塗料低溶剤形塗料低溶剤形塗料とは、塗料中のとは、塗料中のとは、塗料中のとは、塗料中の
溶剤の量が少ない塗料を言う。溶剤の量が少ない塗料を言う。溶剤の量が少ない塗料を言う。溶剤の量が少ない塗料を言う。

水性塗料水性塗料水性塗料水性塗料は溶剤の代りに水をは溶剤の代りに水をは溶剤の代りに水をは溶剤の代りに水を
主成分とする塗料である。主成分とする塗料である。主成分とする塗料である。主成分とする塗料である。

第Ⅱ編 塗装編 第７章 塗替え塗装
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防食便覧（Ｈ２６年版）防食便覧（Ｈ２６年版）防食便覧（Ｈ２６年版）防食便覧（Ｈ２６年版）

Ｒｃ－Ｒｃ－Ｒｃ－Ｒｃ－ⅠⅠⅠⅠ塗装系（１種ケレン、原則はスプレー）塗装系（１種ケレン、原則はスプレー）塗装系（１種ケレン、原則はスプレー）塗装系（１種ケレン、原則はスプレー） 基本塗装系基本塗装系基本塗装系基本塗装系

（旧便覧Ａ，ａ，Ｂ，ｂ系で耐久性向上の場合）（旧便覧Ａ，ａ，Ｂ，ｂ系で耐久性向上の場合）（旧便覧Ａ，ａ，Ｂ，ｂ系で耐久性向上の場合）（旧便覧Ａ，ａ，Ｂ，ｂ系で耐久性向上の場合）

Ｒｃ－Ｒｃ－Ｒｃ－Ｒｃ－ⅢⅢⅢⅢ塗装系（３種ケレン、ハケ・ローラー）塗装系（３種ケレン、ハケ・ローラー）塗装系（３種ケレン、ハケ・ローラー）塗装系（３種ケレン、ハケ・ローラー） 耐久性劣る耐久性劣る耐久性劣る耐久性劣る

（１種ケレン、スプレーができない場合）（１種ケレン、スプレーができない場合）（１種ケレン、スプレーができない場合）（１種ケレン、スプレーができない場合）

工程工程工程工程 塗料名塗料名塗料名塗料名
使用量使用量使用量使用量
（g/㎡）（g/㎡）（g/㎡）（g/㎡）

塗装間隔塗装間隔塗装間隔塗装間隔
（２０℃）（２０℃）（２０℃）（２０℃）

素地調整素地調整素地調整素地調整 ４時間以内４時間以内４時間以内４時間以内
下塗下塗下塗下塗 有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ ６００６００６００６００ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
下塗下塗下塗下塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 ２４０２４０２４０２４０ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
下塗下塗下塗下塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 ２４０２４０２４０２４０ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
中塗中塗中塗中塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗 １７０１７０１７０１７０ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
上塗上塗上塗上塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗 １４０１４０１４０１４０

１種１種１種１種

工程工程工程工程 塗料名塗料名塗料名塗料名
使用量使用量使用量使用量
（g/㎡）（g/㎡）（g/㎡）（g/㎡）

塗装間隔塗装間隔塗装間隔塗装間隔
（２０℃）（２０℃）（２０℃）（２０℃）

素地調整素地調整素地調整素地調整 ４時間以内４時間以内４時間以内４時間以内
補修補修補修補修 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 （２００）（２００）（２００）（２００） 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
下塗下塗下塗下塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 ２００２００２００２００ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
下塗下塗下塗下塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 ２００２００２００２００ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
中塗中塗中塗中塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗 １４０１４０１４０１４０ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
上塗上塗上塗上塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗 １２０１２０１２０１２０

３種３種３種３種

１５の塗装系１５の塗装系１５の塗装系１５の塗装系

塗替え対象となる旧塗膜は、塗替え対象となる旧塗膜は、塗替え対象となる旧塗膜は、塗替え対象となる旧塗膜は、
これらの塗装系が殆どであるこれらの塗装系が殆どであるこれらの塗装系が殆どであるこれらの塗装系が殆どである

ｹﾚﾝｹﾚﾝｹﾚﾝｹﾚﾝ 下塗下塗下塗下塗 中、上塗中、上塗中、上塗中、上塗
２種２種２種２種 鉛系さび止め×2回鉛系さび止め×2回鉛系さび止め×2回鉛系さび止め×2回
３種３種３種３種 Ｔ/Ｕ鉛系さび止め×1回Ｔ/Ｕ鉛系さび止め×1回Ｔ/Ｕ鉛系さび止め×1回Ｔ/Ｕ鉛系さび止め×1回
４種４種４種４種 鉛系さび止め×1回鉛系さび止め×1回鉛系さび止め×1回鉛系さび止め×1回
２種２種２種２種 鉛系さび止め×2回鉛系さび止め×2回鉛系さび止め×2回鉛系さび止め×2回
３種３種３種３種 Ｔ/Ｕ鉛系さび止め×1回Ｔ/Ｕ鉛系さび止め×1回Ｔ/Ｕ鉛系さび止め×1回Ｔ/Ｕ鉛系さび止め×1回
４種４種４種４種 鉛系さび止め×1回鉛系さび止め×1回鉛系さび止め×1回鉛系さび止め×1回
２種２種２種２種
３種３種３種３種
４種４種４種４種 －－－－
２種２種２種２種 有機ｼﾞﾝｸ＋変性ｴﾎﾟｷｼ有機ｼﾞﾝｸ＋変性ｴﾎﾟｷｼ有機ｼﾞﾝｸ＋変性ｴﾎﾟｷｼ有機ｼﾞﾝｸ＋変性ｴﾎﾟｷｼ
３種３種３種３種 Ｔ/Ｕ＋変性ｴﾎﾟｷｼ×2回Ｔ/Ｕ＋変性ｴﾎﾟｷｼ×2回Ｔ/Ｕ＋変性ｴﾎﾟｷｼ×2回Ｔ/Ｕ＋変性ｴﾎﾟｷｼ×2回
４種４種４種４種 変性ｴﾎﾟｷｼ×1回変性ｴﾎﾟｷｼ×1回変性ｴﾎﾟｷｼ×1回変性ｴﾎﾟｷｼ×1回
２種２種２種２種 有機ｼﾞﾝｸ＋変性ｴﾎﾟｷｼ有機ｼﾞﾝｸ＋変性ｴﾎﾟｷｼ有機ｼﾞﾝｸ＋変性ｴﾎﾟｷｼ有機ｼﾞﾝｸ＋変性ｴﾎﾟｷｼ
３種３種３種３種 Ｔ/Ｕ＋変性ｴﾎﾟｷｼ×2回Ｔ/Ｕ＋変性ｴﾎﾟｷｼ×2回Ｔ/Ｕ＋変性ｴﾎﾟｷｼ×2回Ｔ/Ｕ＋変性ｴﾎﾟｷｼ×2回
４種４種４種４種 変性ｴﾎﾟｷｼ×1回変性ｴﾎﾟｷｼ×1回変性ｴﾎﾟｷｼ×1回変性ｴﾎﾟｷｼ×1回

塗装系塗装系塗装系塗装系

ａａａａ

ａａａａ

ｂｂｂｂ

ｃｃｃｃ

ｃｃｃｃ

１１１１

３３３３

１１１１

１１１１

３３３３

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗料
用中塗、上塗用中塗、上塗用中塗、上塗用中塗、上塗

ふっ素樹脂塗料ふっ素樹脂塗料ふっ素樹脂塗料ふっ素樹脂塗料
用中塗、上塗用中塗、上塗用中塗、上塗用中塗、上塗

鉛系さび止め×2回鉛系さび止め×2回鉛系さび止め×2回鉛系さび止め×2回
＋フェノールＭＩＯ＋フェノールＭＩＯ＋フェノールＭＩＯ＋フェノールＭＩＯ

長油性ﾌﾀﾙ酸樹脂長油性ﾌﾀﾙ酸樹脂長油性ﾌﾀﾙ酸樹脂長油性ﾌﾀﾙ酸樹脂
塗料中、上塗塗料中、上塗塗料中、上塗塗料中、上塗

ｼﾘｺﾝｱﾙｷｯﾄﾞ樹脂ｼﾘｺﾝｱﾙｷｯﾄﾞ樹脂ｼﾘｺﾝｱﾙｷｯﾄﾞ樹脂ｼﾘｺﾝｱﾙｷｯﾄﾞ樹脂
塗料中、上塗塗料中、上塗塗料中、上塗塗料中、上塗

塩化ゴム樹脂塗料塩化ゴム樹脂塗料塩化ゴム樹脂塗料塩化ゴム樹脂塗料
中、上塗中、上塗中、上塗中、上塗

Ｈ２年版Ｈ２年版Ｈ２年版Ｈ２年版 鋼道路橋塗装便覧の塗替え塗装系鋼道路橋塗装便覧の塗替え塗装系鋼道路橋塗装便覧の塗替え塗装系鋼道路橋塗装便覧の塗替え塗装系

塗替え塗装系

第Ⅱ編 塗装編 第７章 塗替え塗装
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工程工程工程工程 塗料名塗料名塗料名塗料名
使用量使用量使用量使用量
（g/㎡）（g/㎡）（g/㎡）（g/㎡）

塗装間隔塗装間隔塗装間隔塗装間隔
（２０℃）（２０℃）（２０℃）（２０℃）

素地調整素地調整素地調整素地調整 ４時間以内４時間以内４時間以内４時間以内
補修補修補修補修 鉛・クロムフリーさび止めペイント鉛・クロムフリーさび止めペイント鉛・クロムフリーさび止めペイント鉛・クロムフリーさび止めペイント （１４０）（１４０）（１４０）（１４０） 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
下塗下塗下塗下塗 鉛・クロムフリーさび止めペイント鉛・クロムフリーさび止めペイント鉛・クロムフリーさび止めペイント鉛・クロムフリーさび止めペイント １４０１４０１４０１４０ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
下塗下塗下塗下塗 鉛・クロムフリーさび止めペイント鉛・クロムフリーさび止めペイント鉛・クロムフリーさび止めペイント鉛・クロムフリーさび止めペイント １４０１４０１４０１４０ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
中塗中塗中塗中塗 長油性フタル酸樹脂塗料中塗長油性フタル酸樹脂塗料中塗長油性フタル酸樹脂塗料中塗長油性フタル酸樹脂塗料中塗 １２０１２０１２０１２０ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
上塗上塗上塗上塗 長油性フタル酸樹脂塗料上塗長油性フタル酸樹脂塗料上塗長油性フタル酸樹脂塗料上塗長油性フタル酸樹脂塗料上塗 １１０１１０１１０１１０

３種３種３種３種

工程工程工程工程 塗料名塗料名塗料名塗料名
使用量使用量使用量使用量
（g/㎡）（g/㎡）（g/㎡）（g/㎡）

塗装間隔塗装間隔塗装間隔塗装間隔
（２０℃）（２０℃）（２０℃）（２０℃）

素地調整素地調整素地調整素地調整 ４時間以内４時間以内４時間以内４時間以内
下塗下塗下塗下塗 有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ有機ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ ６００６００６００６００ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
下塗下塗下塗下塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗変性ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗料下塗 ２４０２４０２４０２４０ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
中塗中塗中塗中塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗ふっ素樹脂塗料用中塗 １７０１７０１７０１７０ 1日～10日1日～10日1日～10日1日～10日
上塗上塗上塗上塗 弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗 １４０１４０１４０１４０

２種２種２種２種

Ｒａ－Ｒａ－Ｒａ－Ｒａ－ⅢⅢⅢⅢ塗装系（３種ケレン、ハケ・ローラー）塗装系（３種ケレン、ハケ・ローラー）塗装系（３種ケレン、ハケ・ローラー）塗装系（３種ケレン、ハケ・ローラー）

（橋梁の延命を図る必要がない場合）（橋梁の延命を図る必要がない場合）（橋梁の延命を図る必要がない場合）（橋梁の延命を図る必要がない場合）

Ｒｃ－Ｒｃ－Ｒｃ－Ｒｃ－ⅡⅡⅡⅡ塗装系（２種ケレン、ハケ・ローラー）塗装系（２種ケレン、ハケ・ローラー）塗装系（２種ケレン、ハケ・ローラー）塗装系（２種ケレン、ハケ・ローラー）

（旧便覧Ｂ、ｂ系でｼﾞﾝｸﾌﾟﾗｲﾏｰと下塗との（旧便覧Ｂ、ｂ系でｼﾞﾝｸﾌﾟﾗｲﾏｰと下塗との（旧便覧Ｂ、ｂ系でｼﾞﾝｸﾌﾟﾗｲﾏｰと下塗との（旧便覧Ｂ、ｂ系でｼﾞﾝｸﾌﾟﾗｲﾏｰと下塗との

層間剥離し、且つＲｃ－層間剥離し、且つＲｃ－層間剥離し、且つＲｃ－層間剥離し、且つＲｃ－ⅠⅠⅠⅠが適用できないが適用できないが適用できないが適用できない

場合）場合）場合）場合）

防食便覧（Ｈ２６年版）防食便覧（Ｈ２６年版）防食便覧（Ｈ２６年版）防食便覧（Ｈ２６年版）

塗替え塗装系

効率が悪く大面積には不向きであり、素地調効率が悪く大面積には不向きであり、素地調効率が悪く大面積には不向きであり、素地調効率が悪く大面積には不向きであり、素地調
整２種は行わない方がよい整２種は行わない方がよい整２種は行わない方がよい整２種は行わない方がよい

旧塗膜のＡ、ａ塗装系が十分な塗膜寿命を有旧塗膜のＡ、ａ塗装系が十分な塗膜寿命を有旧塗膜のＡ、ａ塗装系が十分な塗膜寿命を有旧塗膜のＡ、ａ塗装系が十分な塗膜寿命を有
して且つ適切な維持管理体制がある場合やして且つ適切な維持管理体制がある場合やして且つ適切な維持管理体制がある場合やして且つ適切な維持管理体制がある場合や
橋の寿命が２０年程度の場合に適用する橋の寿命が２０年程度の場合に適用する橋の寿命が２０年程度の場合に適用する橋の寿命が２０年程度の場合に適用する

第Ⅱ編 塗装編 第７章 塗替え塗装
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桁外面桁外面桁外面桁外面 桁内面桁内面桁内面桁内面

落橋落橋落橋落橋

2009.8 第２回第２回第２回第２回CASER講演会資料講演会資料講演会資料講演会資料/琉球大学より琉球大学より琉球大学より琉球大学より

全景全景全景全景/遠目から遠目から遠目から遠目から 近接から近接から近接から近接から

耐候性橋梁の点検と劣化状態耐候性橋梁の点検と劣化状態耐候性橋梁の点検と劣化状態耐候性橋梁の点検と劣化状態

落橋落橋落橋落橋

落橋１年前落橋１年前落橋１年前落橋１年前

第Ⅲ編 耐候性鋼材編
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耐候性鋼のさび評価基準耐候性鋼のさび評価基準耐候性鋼のさび評価基準耐候性鋼のさび評価基準

５５５５ １mm＞１mm＞１mm＞１mm＞ ２００２００２００２００μμμμ＞＞＞＞

４４４４ １mm１mm１mm１mm ４００４００４００４００μμμμ＞＞＞＞

３３３３ １～５mm１～５mm１～５mm１～５mm ４００４００４００４００μμμμ＞＞＞＞

２２２２ ５～２５mm５～２５mm５～２５mm５～２５mm ８００８００８００８００μμμμ＞＞＞＞

１１１１ はくり錆はくり錆はくり錆はくり錆 ８００８００８００８００μμμμ＜＜＜＜

鋼道路橋防食便覧から鋼道路橋防食便覧から鋼道路橋防食便覧から鋼道路橋防食便覧から

評点２以下の場合には早急に対応策（Rc-Ⅰ塗装）
を講じる必要がある。

第Ⅲ編 耐候性鋼材編

耐候性鋼のさび
除去作業は普
通鋼さびの２倍
以上の工数を
要する。
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塗料・塗装系と

品質（性能）
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鋼構造物用の鋼構造物用の鋼構造物用の鋼構造物用の

塗膜・塗装系の構成と役割塗膜・塗装系の構成と役割塗膜・塗装系の構成と役割塗膜・塗装系の構成と役割

塗装系は防食下地、下塗、中塗、上塗塗料からなり塗装系は防食下地、下塗、中塗、上塗塗料からなり塗装系は防食下地、下塗、中塗、上塗塗料からなり塗装系は防食下地、下塗、中塗、上塗塗料からなり
各塗料にはそれぞれ役割分担がある各塗料にはそれぞれ役割分担がある各塗料にはそれぞれ役割分担がある各塗料にはそれぞれ役割分担がある

鋼板鋼板鋼板鋼板

下塗下塗下塗下塗

中塗中塗中塗中塗

上塗上塗上塗上塗

光・光・光・光・UV 水・酸素・塩分水・酸素・塩分水・酸素・塩分水・酸素・塩分

○○○○下塗塗料・防食下地下塗塗料・防食下地下塗塗料・防食下地下塗塗料・防食下地

・防さび力が高い・防さび力が高い・防さび力が高い・防さび力が高い

・鋼材に対する付着性が良い・鋼材に対する付着性が良い・鋼材に対する付着性が良い・鋼材に対する付着性が良い

○○○○上塗塗料上塗塗料上塗塗料上塗塗料

・耐候性がよい・耐候性がよい・耐候性がよい・耐候性がよい

・耐水性がよい・耐水性がよい・耐水性がよい・耐水性がよい

・仕上り性がよい・仕上り性がよい・仕上り性がよい・仕上り性がよい

○○○○中塗塗料中塗塗料中塗塗料中塗塗料

下塗と上塗塗料との付着性が良い下塗と上塗塗料との付着性が良い下塗と上塗塗料との付着性が良い下塗と上塗塗料との付着性が良い

防食性防食性防食性防食性

美観保持性美観保持性美観保持性美観保持性

付着性付着性付着性付着性

防食下地（ｼﾞﾝｸ塗料）防食下地（ｼﾞﾝｸ塗料）防食下地（ｼﾞﾝｸ塗料）防食下地（ｼﾞﾝｸ塗料）
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防錆性一番はｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ。防錆性一番はｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ。防錆性一番はｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ。防錆性一番はｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾍﾟｲﾝﾄ。

防食便覧の重防食塗装系は基本的防食便覧の重防食塗装系は基本的防食便覧の重防食塗装系は基本的防食便覧の重防食塗装系は基本的
には高性能の塗料で構成される。には高性能の塗料で構成される。には高性能の塗料で構成される。には高性能の塗料で構成される。

構造物用塗料の性能レベルと評価構造物用塗料の性能レベルと評価構造物用塗料の性能レベルと評価構造物用塗料の性能レベルと評価

防食下地・下塗の機能防食下地・下塗の機能防食下地・下塗の機能防食下地・下塗の機能⇒⇒⇒⇒さびを防ぐ＝防食性さびを防ぐ＝防食性さびを防ぐ＝防食性さびを防ぐ＝防食性

ジンクリッチペイントジンクリッチペイントジンクリッチペイントジンクリッチペイント

エポキシ樹脂系下塗塗料エポキシ樹脂系下塗塗料エポキシ樹脂系下塗塗料エポキシ樹脂系下塗塗料

油性・ﾌﾀﾙ酸樹脂系下塗塗料油性・ﾌﾀﾙ酸樹脂系下塗塗料油性・ﾌﾀﾙ酸樹脂系下塗塗料油性・ﾌﾀﾙ酸樹脂系下塗塗料

（ＪＩＳさび止め塗料）（ＪＩＳさび止め塗料）（ＪＩＳさび止め塗料）（ＪＩＳさび止め塗料）

ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗ふっ素樹脂塗料上塗

下
塗
塗
料

下
塗
塗
料

下
塗
塗
料

下
塗
塗
料

劣劣劣劣

優優優優

防防防防
食食食食
性性性性

Ｃ系Ｃ系Ｃ系Ｃ系

Ｂ系Ｂ系Ｂ系Ｂ系
Ａ系Ａ系Ａ系Ａ系

Ｃ系Ｃ系Ｃ系Ｃ系
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無機塗料無機塗料無機塗料無機塗料

ふっ素樹脂系上塗塗料ふっ素樹脂系上塗塗料ふっ素樹脂系上塗塗料ふっ素樹脂系上塗塗料

ウレタン樹脂系上塗塗料ウレタン樹脂系上塗塗料ウレタン樹脂系上塗塗料ウレタン樹脂系上塗塗料

塩化ゴム樹脂系上塗塗料塩化ゴム樹脂系上塗塗料塩化ゴム樹脂系上塗塗料塩化ゴム樹脂系上塗塗料

フタル酸樹脂系上塗塗料フタル酸樹脂系上塗塗料フタル酸樹脂系上塗塗料フタル酸樹脂系上塗塗料

上
塗
塗
料

上
塗
塗
料

上
塗
塗
料

上
塗
塗
料 劣劣劣劣

優優優優
耐耐耐耐
候候候候
性性性性

暴露年数暴露年数暴露年数暴露年数

○○○○←← ←←

光
沢
保
持
率

光
沢
保
持
率

光
沢
保
持
率

光
沢
保
持
率

％％％％→→ →→

×××× Ａ、ａ系上塗Ａ、ａ系上塗Ａ、ａ系上塗Ａ、ａ系上塗
ﾌﾀﾙ酸塗料ﾌﾀﾙ酸塗料ﾌﾀﾙ酸塗料ﾌﾀﾙ酸塗料

Ｂ、ｂ系上塗Ｂ、ｂ系上塗Ｂ、ｂ系上塗Ｂ、ｂ系上塗
塩化ｺﾞﾑ塗料塩化ｺﾞﾑ塗料塩化ｺﾞﾑ塗料塩化ｺﾞﾑ塗料

Ｃ、ｃ系上塗Ｃ、ｃ系上塗Ｃ、ｃ系上塗Ｃ、ｃ系上塗
ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗料ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗料ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗料ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗料

Ｃ、ｃ系上塗Ｃ、ｃ系上塗Ｃ、ｃ系上塗Ｃ、ｃ系上塗
ふっ素塗料ふっ素塗料ふっ素塗料ふっ素塗料

Ｃ系Ｃ系Ｃ系Ｃ系

Ｂ系Ｂ系Ｂ系Ｂ系

Ａ系Ａ系Ａ系Ａ系

ふっ素樹脂塗料ふっ素樹脂塗料ふっ素樹脂塗料ふっ素樹脂塗料
供用供用供用供用20年経過光沢保持率年経過光沢保持率年経過光沢保持率年経過光沢保持率≒≒≒≒100％％％％

ふっ素樹脂塗料ふっ素樹脂塗料ふっ素樹脂塗料ふっ素樹脂塗料
0.1～～～～1.1µm／／／／15年年年年

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗膜ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗膜ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗膜ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂塗膜
22～～～～28µm／／／／15年年年年

暴露15年塗膜減耗量（塗膜断面写真）

構造物用塗料の性能レベルと評価構造物用塗料の性能レベルと評価構造物用塗料の性能レベルと評価構造物用塗料の性能レベルと評価

上塗の機能上塗の機能上塗の機能上塗の機能⇒⇒⇒⇒美観を保持する＝耐候性美観を保持する＝耐候性美観を保持する＝耐候性美観を保持する＝耐候性

（上塗の防食性への寄与は少ない）（上塗の防食性への寄与は少ない）（上塗の防食性への寄与は少ない）（上塗の防食性への寄与は少ない）

旭硝子㈱より旭硝子㈱より旭硝子㈱より旭硝子㈱より
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塗料、塗装による塗料、塗装による塗料、塗装による塗料、塗装による

腐食、劣化のメカニズムと防食方法腐食、劣化のメカニズムと防食方法腐食、劣化のメカニズムと防食方法腐食、劣化のメカニズムと防食方法

鋼材の腐食（腐食反応）鋼材の腐食（腐食反応）鋼材の腐食（腐食反応）鋼材の腐食（腐食反応）
O2

赤さび

塗膜塗膜塗膜塗膜

界面界面界面界面
鋼板鋼板鋼板鋼板

塗膜による防食方法
①腐食因子の遮断効果

●遮断能力強化 厚膜化、塗料の選択
●鋼材との付着強化 素地調整と塗料の選択

②ジンクリッチペイントによる犠牲防食効果
●ｼﾞﾝｸ(亜鉛)が鉄の代りに腐食し鉄の腐食を防止する 効果大

③鉛系さび止め塗料による不動態化など
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要因要因要因要因 水準水準水準水準 寄与率(%)寄与率(%)寄与率(%)寄与率(%)

　素地調整　素地調整　素地調整　素地調整 　１種ｹﾚﾝと２種ｹﾚﾝの差異　１種ｹﾚﾝと２種ｹﾚﾝの差異　１種ｹﾚﾝと２種ｹﾚﾝの差異　１種ｹﾚﾝと２種ｹﾚﾝの差異 ４９．５４９．５４９．５４９．５

　塗装回数　塗装回数　塗装回数　塗装回数 　１塗りと２回塗りの差異　１塗りと２回塗りの差異　１塗りと２回塗りの差異　１塗りと２回塗りの差異 １９．１１９．１１９．１１９．１

　塗料の種類　塗料の種類　塗料の種類　塗料の種類 　塗装系の差異　塗装系の差異　塗装系の差異　塗装系の差異 ４．９４．９４．９４．９

　その他　その他　その他　その他 　塗装技術、気候等　塗装技術、気候等　塗装技術、気候等　塗装技術、気候等 ２６．５２６．５２６．５２６．５

ケレンケレンケレンケレン
７１％７１％７１％７１％

塗装系塗装系塗装系塗装系
２２％２２％２２％２２％

その他
７％

Case-1 鋼道路橋塗装防食便覧より鋼道路橋塗装防食便覧より鋼道路橋塗装防食便覧より鋼道路橋塗装防食便覧より

（関西鋼構造物塗装研究会）（関西鋼構造物塗装研究会）（関西鋼構造物塗装研究会）（関西鋼構造物塗装研究会）

素地調整程度が塗膜防食性に及ぼす影響素地調整程度が塗膜防食性に及ぼす影響素地調整程度が塗膜防食性に及ぼす影響素地調整程度が塗膜防食性に及ぼす影響

Case-2

ｴﾎﾟｷｼ～ｳﾚﾀﾝ塗料系ｴﾎﾟｷｼ～ｳﾚﾀﾝ塗料系ｴﾎﾟｷｼ～ｳﾚﾀﾝ塗料系ｴﾎﾟｷｼ～ｳﾚﾀﾝ塗料系

●塗替塗装した塗膜の防食性は素地調整の寄与が高い●塗替塗装した塗膜の防食性は素地調整の寄与が高い●塗替塗装した塗膜の防食性は素地調整の寄与が高い●塗替塗装した塗膜の防食性は素地調整の寄与が高い

●塗替は素地調整２種や３種が多いので早期に錆びる●塗替は素地調整２種や３種が多いので早期に錆びる●塗替は素地調整２種や３種が多いので早期に錆びる●塗替は素地調整２種や３種が多いので早期に錆びる

防食性に及ぼす要因防食性に及ぼす要因防食性に及ぼす要因防食性に及ぼす要因



32

種別 １種 ２種 ３種 ４種

作業
内容

さび/塗膜を完全に除
去し、清浄な鋼材面
とする

さび/塗膜を除去し、
鋼材面を露出させ
る。ただし窪み部など
にさび/塗膜が残存
する

さび/劣化塗膜を除去
し、鋼材面を露出させ
る。但し劣化していな
い塗膜（活膜）は残す

粉化物/付着物を落
し、劣化していない塗
膜（活膜）は残す

作業
方法

ブラスト工法
ディスクサンダー/ワ
イヤホイル等の動力
工具と手工具の併用

同左 同左

素地
状態 鋼材

活膜

鋼材
活膜

さび

鋼材
さびピカピカ

表面表面表面表面
状態状態状態状態

塗替前の素地調整基準塗替前の素地調整基準塗替前の素地調整基準塗替前の素地調整基準

さび（ガン細胞）が残る⇒耐久性確保困難
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試験板による試験板による試験板による試験板による

素地調整と防錆性結果例素地調整と防錆性結果例素地調整と防錆性結果例素地調整と防錆性結果例

33

２種（ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ）は１種（ﾌﾞﾗｽﾄ）に比べ塗膜耐久性が劣る。２種（ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ）は１種（ﾌﾞﾗｽﾄ）に比べ塗膜耐久性が劣る。２種（ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ）は１種（ﾌﾞﾗｽﾄ）に比べ塗膜耐久性が劣る。２種（ﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ）は１種（ﾌﾞﾗｽﾄ）に比べ塗膜耐久性が劣る。
耐久性向上には１種を施す必要がある。耐久性向上には１種を施す必要がある。耐久性向上には１種を施す必要がある。耐久性向上には１種を施す必要がある。
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実橋における実橋における実橋における実橋における

素地調整と防食性結果例素地調整と防食性結果例素地調整と防食性結果例素地調整と防食性結果例
（一財）土木研究センター資料より（一財）土木研究センター資料より（一財）土木研究センター資料より（一財）土木研究センター資料より
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ブラスト処理と動力工具処理の違いブラスト処理と動力工具処理の違いブラスト処理と動力工具処理の違いブラスト処理と動力工具処理の違い

ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理 動力工具処理動力工具処理動力工具処理動力工具処理

素地調整程度素地調整程度素地調整程度素地調整程度
○○○○

１種／ISO Sa2.5１種／ISO Sa2.5１種／ISO Sa2.5１種／ISO Sa2.5
△△△△

２種／ISO St3～St2２種／ISO St3～St2２種／ISO St3～St2２種／ISO St3～St2

塗膜の耐久性塗膜の耐久性塗膜の耐久性塗膜の耐久性
○○○○

優れる優れる優れる優れる
△△△△

劣る／早期劣化劣る／早期劣化劣る／早期劣化劣る／早期劣化

取扱い取扱い取扱い取扱い
△△△△

大変／作業者負担大変／作業者負担大変／作業者負担大変／作業者負担
○○○○

簡単簡単簡単簡単

飛散・騒音飛散・騒音飛散・騒音飛散・騒音
××××

大きい／周辺環境対策大きい／周辺環境対策大きい／周辺環境対策大きい／周辺環境対策
□□□□

産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物産業廃棄物
××××

多量／研削材・さび・塗膜多量／研削材・さび・塗膜多量／研削材・さび・塗膜多量／研削材・さび・塗膜
○○○○

僅か／さび・塗膜僅か／さび・塗膜僅か／さび・塗膜僅か／さび・塗膜

ブラスト面動力工具ブラスト面動力工具ブラスト面動力工具ブラスト面動力工具
（素地調整１種相当）（素地調整１種相当）（素地調整１種相当）（素地調整１種相当）
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素地調整程度と塗膜耐久性の関係素地調整程度と塗膜耐久性の関係素地調整程度と塗膜耐久性の関係素地調整程度と塗膜耐久性の関係
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付着塩分と水洗い効果付着塩分と水洗い効果付着塩分と水洗い効果付着塩分と水洗い効果

旧塗膜上に５０mg/㎡以上の塩分が付着していると塗替え
塗装した場合に塗膜欠陥を生じやすい。そのため旧塗膜
の付着塩分量を測定し、 ５０mg/㎡以上であれば水洗い
する必要がある。

橋梁名橋梁名橋梁名橋梁名 経過年数経過年数経過年数経過年数 環境環境環境環境
測定値測定値測定値測定値

（Nac l mg/㎡）（Nac l mg/㎡）（Nac l mg/㎡）（Nac l mg/㎡）

　和加江　和加江　和加江　和加江 ５年５年５年５年 海岸道路上海岸道路上海岸道路上海岸道路上 337(1215)337(1215)337(1215)337(1215)

　谷　津　谷　津　谷　津　谷　津 ５年５年５年５年 海岸河川上海岸河川上海岸河川上海岸河川上 241( 607)241( 607)241( 607)241( 607)

　銚　子　銚　子　銚　子　銚　子 ５年５年５年５年 海岸河川上海岸河川上海岸河川上海岸河川上 136( 204)136( 204)136( 204)136( 204)

　猿　沢　猿　沢　猿　沢　猿　沢 ５年５年５年５年 山間道路上山間道路上山間道路上山間道路上 45(  61)45(  61)45(  61)45(  61)

　富　雄　富　雄　富　雄　富　雄 ５年５年５年５年 田園河川上田園河川上田園河川上田園河川上 63( 104)63( 104)63( 104)63( 104)

測定値は平均値。（　）は最大値　JSSC:Vol12,No122より測定値は平均値。（　）は最大値　JSSC:Vol12,No122より測定値は平均値。（　）は最大値　JSSC:Vol12,No122より測定値は平均値。（　）は最大値　JSSC:Vol12,No122より

塩分量塩分量塩分量塩分量 除去率除去率除去率除去率 塩分量塩分量塩分量塩分量 除去率除去率除去率除去率 塩分量塩分量塩分量塩分量 除去率除去率除去率除去率

218218218218 20202020 90%90%90%90% 110110110110 49%49%49%49% 52525252 76%76%76%76%

　付着塩分量は、２２ヶ所の平均値　付着塩分量は、２２ヶ所の平均値　付着塩分量は、２２ヶ所の平均値　付着塩分量は、２２ヶ所の平均値

水洗い前水洗い前水洗い前水洗い前
（Nac l mg/（Nac l mg/（Nac l mg/（Nac l mg/

㎡）㎡）㎡）㎡）

処理後の付着塩分量（Nacl mg/㎡）処理後の付着塩分量（Nacl mg/㎡）処理後の付着塩分量（Nacl mg/㎡）処理後の付着塩分量（Nacl mg/㎡）

水洗い水洗い水洗い水洗い 動力工具動力工具動力工具動力工具
動力工具とウェス動力工具とウェス動力工具とウェス動力工具とウェス

拭きの併用拭きの併用拭きの併用拭きの併用

環境別塩分付着量 処理方法による塩分付着量の違い

塩分付着量の測定法は、ガーゼ拭き取り法、電導度法、
ブレッセル法のいずれかで行う。
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塗替え工事における

現在の課題と対策

ブラスト処理ができない場合の

鉛粉じん対策と首都高での火災事故



厚労省・国交省のＨ厚労省・国交省のＨ厚労省・国交省のＨ厚労省・国交省のＨ26.5.3026.5.3026.5.3026.5.30通達通達通達通達
鉛等有害物を含有する塗料の剥離やかき落とし作業に鉛等有害物を含有する塗料の剥離やかき落とし作業に鉛等有害物を含有する塗料の剥離やかき落とし作業に鉛等有害物を含有する塗料の剥離やかき落とし作業に
おける労働者の健康障害防止についておける労働者の健康障害防止についておける労働者の健康障害防止についておける労働者の健康障害防止について

・塗膜中の鉛等の有害化学物質の有無について把握している情報を施工者に伝えること・塗膜中の鉛等の有害化学物質の有無について把握している情報を施工者に伝えること・塗膜中の鉛等の有害化学物質の有無について把握している情報を施工者に伝えること・塗膜中の鉛等の有害化学物質の有無について把握している情報を施工者に伝えること
・塗膜中の有害物の調査やばく露防止対策について必要な経費等の配慮を行うこと・塗膜中の有害物の調査やばく露防止対策について必要な経費等の配慮を行うこと・塗膜中の有害物の調査やばく露防止対策について必要な経費等の配慮を行うこと・塗膜中の有害物の調査やばく露防止対策について必要な経費等の配慮を行うこと

発注者は

受注者は ・塗膜中の有害化学物質の有無は発注者に問合せること・塗膜中の有害化学物質の有無は発注者に問合せること・塗膜中の有害化学物質の有無は発注者に問合せること・塗膜中の有害化学物質の有無は発注者に問合せること
・鉛中毒障害予防規則等に従い、湿式による作業、作業主任者の選任と有効な保護具着用・鉛中毒障害予防規則等に従い、湿式による作業、作業主任者の選任と有効な保護具着用・鉛中毒障害予防規則等に従い、湿式による作業、作業主任者の選任と有効な保護具着用・鉛中毒障害予防規則等に従い、湿式による作業、作業主任者の選任と有効な保護具着用
・粉じん濃度が高濃度になる隔離区域内作業場では次の措置を講ずる・粉じん濃度が高濃度になる隔離区域内作業場では次の措置を講ずる・粉じん濃度が高濃度になる隔離区域内作業場では次の措置を講ずる・粉じん濃度が高濃度になる隔離区域内作業場では次の措置を講ずる

１）湿潤化して行う１）湿潤化して行う１）湿潤化して行う１）湿潤化して行う 困難な場合は粉じん濃度まで低減させる方策を困難な場合は粉じん濃度まで低減させる方策を困難な場合は粉じん濃度まで低減させる方策を困難な場合は粉じん濃度まで低減させる方策を
２）集じん排気装置を設ける２）集じん排気装置を設ける２）集じん排気装置を設ける２）集じん排気装置を設ける ３）粉じんを外部に持ち出さない（ｴｱｰｼｬﾜｰ、洗浄機等）３）粉じんを外部に持ち出さない（ｴｱｰｼｬﾜｰ、洗浄機等）３）粉じんを外部に持ち出さない（ｴｱｰｼｬﾜｰ、洗浄機等）３）粉じんを外部に持ち出さない（ｴｱｰｼｬﾜｰ、洗浄機等）
４）電動ファン付呼吸用保護具等の着用４）電動ファン付呼吸用保護具等の着用４）電動ファン付呼吸用保護具等の着用４）電動ファン付呼吸用保護具等の着用 ５）呼吸用保護具の適切な保管と管理５）呼吸用保護具の適切な保管と管理５）呼吸用保護具の適切な保管と管理５）呼吸用保護具の適切な保管と管理 等々等々等々等々

・法令に基づいた従事者のあまり健康診断、医師の診断など・法令に基づいた従事者のあまり健康診断、医師の診断など・法令に基づいた従事者のあまり健康診断、医師の診断など・法令に基づいた従事者のあまり健康診断、医師の診断など 39
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湿粒ﾌﾞﾗｽﾄ ﾓｲｽﾁｬｰﾌﾞﾗｽﾄ
ｳｫｰﾀｰﾌﾞﾗｽﾄ
非回収ﾀｲﾌﾟ 回収ﾀｲﾌﾟ

課題
水の処理、戻り錆対策（防錆
剤と塗装可否判断）や鋼橋で
の実績など

厚労省の鉛粉じん対策厚労省の鉛粉じん対策厚労省の鉛粉じん対策厚労省の鉛粉じん対策⇒⇒⇒⇒湿潤化法湿潤化法湿潤化法湿潤化法

湿潤化ブラスト工法と施工能率湿潤化ブラスト工法と施工能率湿潤化ブラスト工法と施工能率湿潤化ブラスト工法と施工能率

研削材
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ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ等の塩素系有機溶剤を含まないｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ等の塩素系有機溶剤を含まないｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ等の塩素系有機溶剤を含まないｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ等の塩素系有機溶剤を含まない

塗膜剥離剤の概要塗膜剥離剤の概要塗膜剥離剤の概要塗膜剥離剤の概要
剥離機構、成分、課題、作業工程剥離機構、成分、課題、作業工程剥離機構、成分、課題、作業工程剥離機構、成分、課題、作業工程

作業工程作業工程作業工程作業工程

剥離のメカニズム剥離のメカニズム剥離のメカニズム剥離のメカニズム ；；；；
●剥離剤が塗膜に浸透し、剥離剤成分によって塗膜を膨潤させる機構●剥離剤が塗膜に浸透し、剥離剤成分によって塗膜を膨潤させる機構●剥離剤が塗膜に浸透し、剥離剤成分によって塗膜を膨潤させる機構●剥離剤が塗膜に浸透し、剥離剤成分によって塗膜を膨潤させる機構

剥離剤の成分剥離剤の成分剥離剤の成分剥離剤の成分 ；；；；
●各メーカーやタイプ（溶剤系・水系）ともベンジルアルコールやセロソルブ等●各メーカーやタイプ（溶剤系・水系）ともベンジルアルコールやセロソルブ等●各メーカーやタイプ（溶剤系・水系）ともベンジルアルコールやセロソルブ等●各メーカーやタイプ（溶剤系・水系）ともベンジルアルコールやセロソルブ等

の有機溶剤であるの有機溶剤であるの有機溶剤であるの有機溶剤である⇒⇒⇒⇒塗料と同様に火災や溶剤中毒に注意する必要あり塗料と同様に火災や溶剤中毒に注意する必要あり塗料と同様に火災や溶剤中毒に注意する必要あり塗料と同様に火災や溶剤中毒に注意する必要あり
塗装・養生・剥離・廃棄まで作業において対策や注意が必要（別紙参照）塗装・養生・剥離・廃棄まで作業において対策や注意が必要（別紙参照）塗装・養生・剥離・廃棄まで作業において対策や注意が必要（別紙参照）塗装・養生・剥離・廃棄まで作業において対策や注意が必要（別紙参照）

剥離剤の課題剥離剤の課題剥離剤の課題剥離剤の課題 ；；；；
●次の除去できない塗膜がある。数回処理を行う必要がある。●次の除去できない塗膜がある。数回処理を行う必要がある。●次の除去できない塗膜がある。数回処理を行う必要がある。●次の除去できない塗膜がある。数回処理を行う必要がある。

ｳｫｯｼｭｳｫｯｼｭｳｫｯｼｭｳｫｯｼｭPr、ｼﾞﾝｸ、ｼﾞﾝｸ、ｼﾞﾝｸ、ｼﾞﾝｸPr、ｼﾞﾝｸﾍﾟｲﾝﾄ、鉛丹、超厚膜ｴﾎﾟｷｼ、ｶﾞﾗｽﾌﾚｰｸ、ｼﾞﾝｸﾍﾟｲﾝﾄ、鉛丹、超厚膜ｴﾎﾟｷｼ、ｶﾞﾗｽﾌﾚｰｸ、ｼﾞﾝｸﾍﾟｲﾝﾄ、鉛丹、超厚膜ｴﾎﾟｷｼ、ｶﾞﾗｽﾌﾚｰｸ、ｼﾞﾝｸﾍﾟｲﾝﾄ、鉛丹、超厚膜ｴﾎﾟｷｼ、ｶﾞﾗｽﾌﾚｰｸ
●低温下で剥離性が大きく低下する●低温下で剥離性が大きく低下する●低温下で剥離性が大きく低下する●低温下で剥離性が大きく低下する
●塗膜の膜厚や塗装履歴によって剥離性が大きく異なる●塗膜の膜厚や塗装履歴によって剥離性が大きく異なる●塗膜の膜厚や塗装履歴によって剥離性が大きく異なる●塗膜の膜厚や塗装履歴によって剥離性が大きく異なる⇒⇒⇒⇒使用量を規定不可使用量を規定不可使用量を規定不可使用量を規定不可
●塗膜剥離後、動力工具やブラストで、塗装前の素地調整をする必要がある●塗膜剥離後、動力工具やブラストで、塗装前の素地調整をする必要がある●塗膜剥離後、動力工具やブラストで、塗装前の素地調整をする必要がある●塗膜剥離後、動力工具やブラストで、塗装前の素地調整をする必要がある
●塗装から剥離までの作業において危険物を取り扱っているとの意識が低い●塗装から剥離までの作業において危険物を取り扱っているとの意識が低い●塗装から剥離までの作業において危険物を取り扱っているとの意識が低い●塗装から剥離までの作業において危険物を取り扱っているとの意識が低い
●塗付量が多く、数回塗付する必要があるため塗装系に比べ多量の溶剤が揮発する●塗付量が多く、数回塗付する必要があるため塗装系に比べ多量の溶剤が揮発する●塗付量が多く、数回塗付する必要があるため塗装系に比べ多量の溶剤が揮発する●塗付量が多く、数回塗付する必要があるため塗装系に比べ多量の溶剤が揮発する

首都高速７号線での剥離剤での剥離作業中に火災事故発生
課題も多く非経済のため首都高速としては他の方法で検討中

PCBPCBPCBPCB、ｱｽﾍﾞｽﾄ、ｱｽﾍﾞｽﾄ、ｱｽﾍﾞｽﾄ、ｱｽﾍﾞｽﾄ
鉛粉じん対策鉛粉じん対策鉛粉じん対策鉛粉じん対策
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ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｻﾝﾀﾞｰや塗膜剥離剤等で、荒い処理した後にブラスト面形成動力ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｻﾝﾀﾞｰや塗膜剥離剤等で、荒い処理した後にブラスト面形成動力ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｻﾝﾀﾞｰや塗膜剥離剤等で、荒い処理した後にブラスト面形成動力ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｻﾝﾀﾞｰや塗膜剥離剤等で、荒い処理した後にブラスト面形成動力
工具で処理する。工具で処理する。工具で処理する。工具で処理する。 素地調整１種が確保され、効率アップが図れ、有機素地調整１種が確保され、効率アップが図れ、有機素地調整１種が確保され、効率アップが図れ、有機素地調整１種が確保され、効率アップが図れ、有機
ジンクからのＲｃ－ジンクからのＲｃ－ジンクからのＲｃ－ジンクからのＲｃ－ⅠⅠⅠⅠ塗装とする。塗装とする。塗装とする。塗装とする。

鉛粉じん対策＋耐久性鉛粉じん対策＋耐久性鉛粉じん対策＋耐久性鉛粉じん対策＋耐久性UpUpUpUp対策－１対策－１対策－１対策－１

全面除去し重防食仕様とする方法全面除去し重防食仕様とする方法全面除去し重防食仕様とする方法全面除去し重防食仕様とする方法

工程ｰ２
素地調整１種相当処理

Ｒｃ-Ⅰ
塗装系

+

集塵機能付きﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾃﾞｨｽｸｻﾝﾀﾞｰ

①

工程ｰ１
鉛粉じん対策＋粗い除去

②

塗膜剥離剤による吹付と剥離

ブラスト面形成動力工具による
素地調整１種処理
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素地調整程度素地調整程度素地調整程度素地調整程度

基準基準基準基準

対象箇所対象箇所対象箇所対象箇所 さび、劣化部さび、劣化部さび、劣化部さび、劣化部 活膜部活膜部活膜部活膜部 さび、劣化部さび、劣化部さび、劣化部さび、劣化部 活膜部活膜部活膜部活膜部

作業方法作業方法作業方法作業方法
ディスクサンダー、ディスクサンダー、ディスクサンダー、ディスクサンダー、
ワイヤブラシワイヤブラシワイヤブラシワイヤブラシ

ディスクサンダー、ディスクサンダー、ディスクサンダー、ディスクサンダー、
ワイヤブラシワイヤブラシワイヤブラシワイヤブラシ

ブラスト面形成ブラスト面形成ブラスト面形成ブラスト面形成
動力工具動力工具動力工具動力工具

ディスクサンダー、ディスクサンダー、ディスクサンダー、ディスクサンダー、
ワイヤブラシワイヤブラシワイヤブラシワイヤブラシ

具体的な具体的な具体的な具体的な
素地調整程度素地調整程度素地調整程度素地調整程度

ISO St2～St3ISO St2～St3ISO St2～St3ISO St2～St3
凹部にさびが残る凹部にさびが残る凹部にさびが残る凹部にさびが残る

目粗し（４種）目粗し（４種）目粗し（４種）目粗し（４種）
ISO Sa2.5相当ISO Sa2.5相当ISO Sa2.5相当ISO Sa2.5相当
ｱﾝｶｰﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ形成ｱﾝｶｰﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ形成ｱﾝｶｰﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ形成ｱﾝｶｰﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ形成
さびのない清浄面さびのない清浄面さびのない清浄面さびのない清浄面

目粗し（４種）目粗し（４種）目粗し（４種）目粗し（４種）

効果効果効果効果
　　　　　△　　　　　△　　　　　△　　　　　△
この部分が耐久性この部分が耐久性この部分が耐久性この部分が耐久性
の弱点となるの弱点となるの弱点となるの弱点となる

○○○○
　　　　　○　　　　　○　　　　　○　　　　　○
この部分の耐久性がこの部分の耐久性がこの部分の耐久性がこの部分の耐久性が
向上する向上する向上する向上する

○○○○

提案提案提案提案現行現行現行現行

３種３種３種３種 ３種３種３種３種（１種＋４種）（１種＋４種）（１種＋４種）（１種＋４種）

さび、塗膜われ、塗膜ふくれは除去し、活膜は残すさび、塗膜われ、塗膜ふくれは除去し、活膜は残すさび、塗膜われ、塗膜ふくれは除去し、活膜は残すさび、塗膜われ、塗膜ふくれは除去し、活膜は残す

①素地調整３種において、活膜部は従来動力工具を用い、さび部、①素地調整３種において、活膜部は従来動力工具を用い、さび部、①素地調整３種において、活膜部は従来動力工具を用い、さび部、①素地調整３種において、活膜部は従来動力工具を用い、さび部、
劣化部だけをブラスト面形成動力工具を使用することによって劣化部だけをブラスト面形成動力工具を使用することによって劣化部だけをブラスト面形成動力工具を使用することによって劣化部だけをブラスト面形成動力工具を使用することによって
塗替え塗装の耐久性が向上する。（さび部なので鉛粉じん対策不要）塗替え塗装の耐久性が向上する。（さび部なので鉛粉じん対策不要）塗替え塗装の耐久性が向上する。（さび部なので鉛粉じん対策不要）塗替え塗装の耐久性が向上する。（さび部なので鉛粉じん対策不要）

②ブラスト面形成動力工具で処理した１種面は、有機ジンクを塗装する。②ブラスト面形成動力工具で処理した１種面は、有機ジンクを塗装する。②ブラスト面形成動力工具で処理した１種面は、有機ジンクを塗装する。②ブラスト面形成動力工具で処理した１種面は、有機ジンクを塗装する。

鉛粉じん対策＋耐久性鉛粉じん対策＋耐久性鉛粉じん対策＋耐久性鉛粉じん対策＋耐久性UpUpUpUp対策－２対策－２対策－２対策－２

さび部のみを重防食仕様とする方法さび部のみを重防食仕様とする方法さび部のみを重防食仕様とする方法さび部のみを重防食仕様とする方法
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メーカーメーカーメーカーメーカー 表現表現表現表現 塗料名塗料名塗料名塗料名 溶媒系溶媒系溶媒系溶媒系 樹脂系樹脂系樹脂系樹脂系 助剤助剤助剤助剤

日本ペイント日本ペイント日本ペイント日本ペイント さび面素地調整補助剤さび面素地調整補助剤さび面素地調整補助剤さび面素地調整補助剤 ハイポンサビスタハイポンサビスタハイポンサビスタハイポンサビスタ 溶剤形溶剤形溶剤形溶剤形 エポキシエポキシエポキシエポキシ 不明不明不明不明

関西ペイント関西ペイント関西ペイント関西ペイント さび固定化剤さび固定化剤さび固定化剤さび固定化剤 エスコラストフリーザーエスコラストフリーザーエスコラストフリーザーエスコラストフリーザー 溶剤形溶剤形溶剤形溶剤形 エポキシエポキシエポキシエポキシ ケチミンケチミンケチミンケチミン

大日本塗料大日本塗料大日本塗料大日本塗料 素地調整軽減剤素地調整軽減剤素地調整軽減剤素地調整軽減剤 サビシャットサビシャットサビシャットサビシャット 溶剤形溶剤形溶剤形溶剤形 ウレタンウレタンウレタンウレタン キレートキレートキレートキレート

信越産業信越産業信越産業信越産業 錆転化型防錆剤錆転化型防錆剤錆転化型防錆剤錆転化型防錆剤 ラスクリアラスクリアラスクリアラスクリア 水性水性水性水性 不明不明不明不明 キレートキレートキレートキレート

クスノキクスノキクスノキクスノキ 錆転換型防食塗装錆転換型防食塗装錆転換型防食塗装錆転換型防食塗装 エポガードシステムエポガードシステムエポガードシステムエポガードシステム 水性水性水性水性 エポキシエポキシエポキシエポキシ キレートキレートキレートキレート

日興日興日興日興 さび安定化防錆さび安定化防錆さび安定化防錆さび安定化防錆 ＮＫ－１００ＮＫ－１００ＮＫ－１００ＮＫ－１００ 水性水性水性水性 不明不明不明不明 キレートキレートキレートキレート

日本ﾊﾟｰｶｰﾗｲｼﾞﾝｸﾞ日本ﾊﾟｰｶｰﾗｲｼﾞﾝｸﾞ日本ﾊﾟｰｶｰﾗｲｼﾞﾝｸﾞ日本ﾊﾟｰｶｰﾗｲｼﾞﾝｸ錆゙転換型塗料錆転換型塗料錆転換型塗料錆転換型塗料 トリックトリックトリックトリック 水性水性水性水性 エポキシエポキシエポキシエポキシ キレートキレートキレートキレート

バンジバンジバンジバンジ 錆転換型塗料錆転換型塗料錆転換型塗料錆転換型塗料 サビキラーサビキラーサビキラーサビキラー 水性水性水性水性 不明不明不明不明 不明不明不明不明

●さびの●さびの●さびの●さびの残存がない１種ケレン、２種ケレン残存がない１種ケレン、２種ケレン残存がない１種ケレン、２種ケレン残存がない１種ケレン、２種ケレンに比べ効果があるのか？に比べ効果があるのか？に比べ効果があるのか？に比べ効果があるのか？
●●●●さび転換さび転換さび転換さび転換（ﾏｸﾞﾈﾀｲﾄ（ﾏｸﾞﾈﾀｲﾄ（ﾏｸﾞﾈﾀｲﾄ（ﾏｸﾞﾈﾀｲﾄ⇒⇒⇒⇒ﾍﾏﾀｲﾄ）が検証されているのか？ﾍﾏﾀｲﾄ）が検証されているのか？ﾍﾏﾀｲﾄ）が検証されているのか？ﾍﾏﾀｲﾄ）が検証されているのか？
●一般的に●一般的に●一般的に●一般的にキレートキレートキレートキレートはｐＨ３以下の酸性条件下で発現する筈で酸性塗料なのか？はｐＨ３以下の酸性条件下で発現する筈で酸性塗料なのか？はｐＨ３以下の酸性条件下で発現する筈で酸性塗料なのか？はｐＨ３以下の酸性条件下で発現する筈で酸性塗料なのか？
●どんな塗料を塗装しても塗膜となり、●どんな塗料を塗装しても塗膜となり、●どんな塗料を塗装しても塗膜となり、●どんな塗料を塗装しても塗膜となり、さびは固定化さびは固定化さびは固定化さびは固定化されるのでは？されるのでは？されるのでは？されるのでは？
●１種ｹﾚﾝ塗膜と３種ｹﾚﾝ以下＋さび面塗膜との防食性差異が提示されているか？●１種ｹﾚﾝ塗膜と３種ｹﾚﾝ以下＋さび面塗膜との防食性差異が提示されているか？●１種ｹﾚﾝ塗膜と３種ｹﾚﾝ以下＋さび面塗膜との防食性差異が提示されているか？●１種ｹﾚﾝ塗膜と３種ｹﾚﾝ以下＋さび面塗膜との防食性差異が提示されているか？

さび面適性塗料についての疑問さび面適性塗料についての疑問さび面適性塗料についての疑問さび面適性塗料についての疑問

性能や品質が精査されていないので防食便覧に掲載されない性能や品質が精査されていないので防食便覧に掲載されない性能や品質が精査されていないので防食便覧に掲載されない性能や品質が精査されていないので防食便覧に掲載されない



ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました

適切な点検と信頼できる適切な点検と信頼できる適切な点検と信頼できる適切な点検と信頼できる

技術で橋梁の長寿命化を技術で橋梁の長寿命化を技術で橋梁の長寿命化を技術で橋梁の長寿命化を

お問合せ先お問合せ先お問合せ先お問合せ先
一般社団法人一般社団法人一般社団法人一般社団法人 日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会
℡℡℡℡03-6231-1910 http://www.jasp.or.jp/
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